
 

宮前連絡所機能再編基本計画 概要 

 

 

 

 

 

 

 

１．現状と課題 

・ 所 在 地 川崎市宮前区馬絹 1596 番地 

・ 建築年月 昭和 50(1975)年 3 月 

・ 建物構造 鉄筋コンクリート造 2 階建 

・ 延床面積 1,101.20 ㎡ 

・ 敷地面積 1,228.80 ㎡ 

・ 昭和 13 年 宮前
みやさき

村合併。宮前
みやまえ

出張所を置く。 

・ 昭和 21 年 高津地区宮前支所となる。 

・ 昭和 22 年 高津支所宮前出張所となる。 

・ 昭和 47 年 政令指定都市に移行。高津区役所宮前出張所となる。 

・ 昭和 57 年 高津区から宮前区を分区。宮前区役所宮前連絡所となり現在に至る。 

３．機能再編基本計画の考え方 

⑤ 隣接市有地 
【概要】 

・ 所 在 地：川崎市宮前区馬絹 1592-3 

 宮前連絡所に隣接 

・ 地 積：351.82 ㎡ 

・ 用途地域：近隣商業地域(建ぺい率 80%、 

 容積率 200% 

【課題】 

・ 平成 13 年に寄附受納した土地だが、低未利用状態と

なっている。 

・ 当該地については、馬絹交番の移転先用地としての活

用が望ましいとの地域要望が出されており、引き続き

協議・調整を行っていく。 

① 平成 23 年度末をもって宮前連絡所を廃止し、そ

の用地と隣接市有地については、地域課題の解

決に向けて有効活用を図る。 

(1)施設概要 (2)沿革 

(3)課題 

① 証明書発行窓口 
【概要】 

・ 平日 8:30～17:00 開設、非常勤職員 3 名体制 

・ 行政サービス端末 1 台設置 

・ 発行できる証明書 

→行政サービスコーナーと同様(7 種類) 

【課題】 

● 証明書窓口発行取扱い件数の減少 

 7,657 件 (宮前連絡所 平成 21 年度実績) 

 34,545 件 (行政 SC・連絡所平均 同度実績) 

● 証明書発行体制のあり方 

・ 証明書発行件数の少なさから証明書発行体制のあり

方が課題となっている。 

 

２．検討の経過 

(1)区役所と支所、出張所等の窓口サービス機能再編実施方針 (2)宮前連絡所機能再編の基本的な考え方(H22.9) 

宮前連絡所と柿生連絡所については、年々証明発行件数が減少しているため、有

人による窓口の廃止も含めた証明発行体制の効率化について検討していきます。 

また、併設する地区会館については、施設の管理運営手法の改善等、市民がさらに

利用しやすくなるための取組について検討していきます。 

① 宮前連絡所は、隣接する市有地の有効活用を含め、今後策定予定の障害者通所事業所整備計画に基づき、地域交流スペースを併設する知的障害者通所施設等への機

能再編を視野に検討を進める。 

② 証明書発行機能は、「区役所と支所・出張所等の窓口サービス機能再編実施方針」に基づき有人窓口の廃止を含めた証明書発行体制の効率化について検討を進める。 

③ 宮前地区会館の機能は、市民活動支援拠点機能と併せて、地域交流スペースを有効活用する方向で検討を進める。 

② 宮前地区会館 
【概要】 

・ 宮前区分区後、地域住民のコミュニティ活動の場として、行

政財産目的外使用許可により会議室等を使用。 

・ 利用者団体による宮前地区会館運営委員会を設け自主運営。 

【課題】 

● 新たな機能や役割検討の必要性 

・ 区内における市民活動拠点の 1 つとしての位置付けがあり、

「区、地域レベルでの市民活動支援拠点の整備に関するガイ

ドライン」等の考え方と整合を図る必要がある。 

④ 施設の老朽化 

・ 老朽化が著しく進行しており、今後、引き続き庁舎を使用する場合には、近い将来大幅な設備の更新や大規模リフォーム等が必要な状況 

③ 障害福祉サービス事業所「みずき」 
【概要】 

・ 知的障害者の通所型日中活動施設。定員 24 名。 

・ 昭和 63 年 4 月から、行政財産目的外使用許可により施設を

使用。「社会福祉法人 ともかわさき」が運営主体。 

【課題】 

● 特別支援学校卒業生対策 

・ 特別支援学校の卒業生が増加する傾向にあり、日中の活動の場

を確実に保障していくことが課題となっている。 

 

② 宮前連絡所の用地と隣接市有地を有効活用し、

特別支援学校等卒業生対策として、地域交流ス

ペースを併設する日中活動支援拠点施設を整備

する。 

③ 各種証明書の発行については、日中活動支援拠

点施設内に行政サービス端末を設置し継続して実

施する。 

④ 宮前地区会館の機能は、市民活動支援拠点機能

と併せて、日中活動支援拠点施設内の地域交流

スペース等を有効活用する。 

⑤ 日中活動支援拠点施設への機能再編整備にあた

っては、資産マネジメントの観点から、既存建物を

除却し建替える。 

【再編における全体機能イメージ】 

【現状】 【機能再編後】 

  日中活動支援拠点施設 

宮前連絡所  
障害者施設 
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証明書発行機能(端末) 

地区会館機能  地域交流スペース 

４．今後のスケジュールなど 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

     

宮前連絡所機能再編 

基本計画策定 

宮前区内日中活動支援拠点施設基本計画策定 

運営法人公募・選定 

宮前連絡所閉鎖(H24.3.31) 地区会館機能運営方法の検討 

基本・実施設計 

機能保障期間  
運営開始 

建設工事 

 

【考え方】 

資料 １


